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要   旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 福岡市男女共同参画基本計画（第４次）の原案において、企画立案部門である男女共同参画課、女性活

躍推進課をアミカスに移転する案が出ています。しかし、両課を本庁から切り離しアミカスに移転するこ

とは、市の男女共同参画推進の後退であり、ジェンダー主流化へ向かう世界の流れに逆行するものと危惧

し、今回アミカス移転の見直しを求めて請願しました。 
 両課は、市のあらゆる施策が男女共同参画の視点を持って推進されるように、福岡市男女共同参画基本

計画に基づき企画立案、調整し、総合的な見地から諸施策を着実に推進していく推進本部という重要な役

割があります。両課が庁内にあってこそ、他部局との共働が緊密に行われ機動的な連携が図られ、他部局

の実施する施策に企画立案の段階から男女共同参画の視点を取り入れることができます。また、市庁内に

おいても、審議会等への女性の登用促進、市職員のワーク・ライフ・バランス、市女性職員の管理職等へ

の登用促進、男女共同参画に関する職員研修の実施、ジェンダーの視点による市刊行物のチェックなど、

男女共同参画の推進が図られていきます。 
 他方、アミカスは、福岡市男女共同参画を推進する条例第 25 条に、市が男女共同参画の推進に関する

施策を実施し、及び市民等による取組を支援するための拠点施設と定められ、また、福岡市男女共同参画

推進センター条例第２条では、研修や相談、資料の備え等、市民への支援を事業として定めており、両課

とは役割が異なります。アミカスのレベルアップを図るためには、これまでの事業の在り方を検証し、業

績を上げている全国の男女共同参画センターの事業を取り入れ、館長をジェンダー関連の専門家とするな

どの方策が必要であると考えられます。 
 国では内閣府に男女共同参画局を置いて男女共同参画推進の強化を図っています。市も国に倣って、両

課は市長に近い部局に置き、アジアのリーダー都市にふさわしく、市長のリーダーシップの下、国連が提

唱する持続可能な開発目標（SDGs）の、特に第５目標のジェンダー平等に向けた先進的取組を期待しま

す。両課を本庁から切り離しアミカスに移転することは、市の男女共同参画推進の後退であり、ジェンダ

ー主流化へ向かう世界の流れに逆行するものと言えます。 
 よって、以下の事項を請願します。 
 
 １．市男女共同参画課、女性活躍推進課の福岡市男女共同参画推進センター・アミカスへの移転を見直

すこと。 
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